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研究のトピックス性 

本研究では、実用的な観点からヒトにおける炭酸水の生理機能に着目し、体温への効

果を明らかにした。また、ヒトの TRPA1 遺伝子発現細胞において炭酸水に対する活性

を確認し、作用機序の一端を示唆する結果を得た。（学術的トピック性） 

 更に、今回の飲用試験で、市販形態に近いガス圧や温度条件の炭酸水で効果が確

認されたことから、従来の炭酸飲料において新たな飲用形態を提案でき、炭酸水の市

場価値の向上につながる可能性を見いだした。（社会的トピック性） 

 

研究の波及効果 

炭酸飲料といえば“体を冷やす”、“健康に悪い”というイメージが強く、機能性に関する

話題は少なかった。今回の成果は炭酸飲料の価値を見直すきっかけとなり、飲用シー

ンの拡大が期待できる。例えば、冷え症の人の夏場の冷房対策としての飲用や、これ

まで消費機会が少なかった冬期における飲用など、新たな飲用形態の提案により炭酸

飲料の市場活性化に繋げられるものと期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ：炭酸水の摂取により冷涼環境での体温低下が抑制された。これは温度受容体の一つであ

る TRPA1 を介した効果であることが示唆された。 

実験 1：炭酸水の体温への影響の検証  

冷涼環境で炭酸水を摂取後、体温変化を測定 (冷え性女性)  

 
皮膚温…左手中指（手の平側） ＊水摂取時との比較における有意差 

炭酸水摂取により手の皮膚温の低下が抑制された 

実験２：炭酸水の温度受容体活性の測定  

ヒト TRPV1・TRPA1 発現細胞に炭酸水を投与、活性測定 

 

 

 

 


